
（
夫
婦
、
親
子
、
結
婚
、
離
婚
、

扶
養
な
ど
）、
隣
近
所
と
の
も
め

ご
と
、
外
国
人
差
別
の
問
題
な

ど
、
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
起
こ

る
様
々
な
人
権
侵
害
に
つ
い
て
相

談
に
応
じ
ま
す
。

　

電
話
で
の
相
談
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

街
頭
啓
発
を
実
施

　

人
権
擁
護
委
員
や
町
職
員
が
人

権
啓
発
グ
ッ
ズ
を
配
布
し
、
人
権

意
識
の
啓
発
を
行
い
ま
す
。

▼
と
き　

12
月
６
日
（
月
）
午
後

６
時
～

▼
と
こ
ろ　

日
生
中
央
駅
前
広

場
、
イ
オ
ン
猪
名
川
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
出
入
口

▼
と
き　

12
月
８
日
（
水
）
午
前

11
時
～

▼
と
こ
ろ　

日
生
中
央
駅
前
広
場

　

毎
年
12
月
４
日
（
土
）
か
ら
同
10

日
（
金
）
ま
で
は
「
人
権
週
間
」
で
す
。

　

本
年
は
「
み
ん
な
で
築
こ
う　

人
権
の

世
紀　

～
考
え
よ
う
相
手
の
気
持
ち　

育

て
よ
う
思
い
や
り
の
心
～
」
を
重
点
目
標

と
し
て
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

人
権
と
は
、
誰
も
が
生
ま
れ
な
が
ら
に

し
て
も
っ
て
い
る
、
人
間
ら
し
く
幸
せ
に

暮
ら
す
た
め
の
権
利
で
す
。

　

世
界
人
権
宣
言
に
は
、「
す
べ
て
の
人
々

と
す
べ
て
の
国
と
が
達
成
す
べ
き
共
通
の

基
準
」
と
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
達
は
、
21
世
紀
を
「
人
権
の
世
紀
」

と
す
る
た
め
に
、
世
界
人
権
宣
言
の
精
神

と
そ
の
意
義
を
改
め
て
確
認
し
、
一
人
ひ

と
り
の
命
と
人
格
が
大
切
に
さ
れ
、
人
権

が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
、
ま
ず
身
近
な
家

庭
・
学
校
・
職
場
・
地
域
で
創
り
あ
げ
て

い
け
る
よ
う
、
そ
の
実
現
を
め
ざ
し
て
努

力
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
週
間
を
き
っ
か
け
に
、
人
権
の
大

切
さ
を
話
し
合
い
、
一
人
ひ
と
り
が
人
権

に
つ
い
て
考
え
、
明
る
く
、
い
き
い
き
と

し
た
社
会
を
み
ん
な
の
力
で
創
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

自
分
に
で
き
る
こ
と
を

考
え
て
み
ま
し
ょ
う

　
「
人
権
意
識
を
育
て
る
」
と
は
、

ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
？

 

人
権
意
識
と
い
う
の
は
、
知
性

や
理
性
で
は
な
く
、
も
っ
と
も
っ

と
単
純
な
心
の
あ
り
か
た
の
こ
と

で
、「
自
分
の
心
と
身
体
を
大
切

に
す
る
」
こ
と
で
す
。

　

子
ど
も
の
た
め
の
人
権
教
育

は
、
子
ど
も
達
に
自
分
を
大
切
に

す
る
こ
と
を
教
え
る
こ
と
で
す
。

　
「
安
全
」
に
「
自
信
」
を
持
っ
て
、

「
自
由
」
に
生
き
る
こ
と
を
願
う

自
分
自
身
の
大
切
さ
を
教
え
る
こ

と
で
す
。

　
「
自
分
を
大
切
に
す
る
こ
と
」

を
身
に
つ
け
た
子
ど
も
は
、「『
他

人
（
ひ
と
）』
を
大
切
に
す
る
」、

「
相
手
の
気
持
ち
を
思
い
や
る
」

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

自
分
の
存
在
は
何
よ
り
も
か
け

が
え
な
く
尊
く
、
そ
の
存
在
の
大

切
さ
を
育
み
、
生
か
し
て
い
き
た

い
と
思
う
心
、
人
間
ら
し
く
生
き

た
い
と
思
う
心
を
育
て
る
こ
と
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
は
、
子
ど
も
だ
け
で
な

く
、
大
人
に
と
っ
て
も
同
じ
く
大

切
な
こ
と
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
家
族
と
、
友
達

と
、ご
近
所
や
職
場
の
人
達
と「
人

権
（
人
間
ら
し
く
生
き
る
た
め
に

欠
か
せ
な
い
も
の
）」
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

人
権
相
談
の
利
用
を

　

町
で
は
、
人
権
擁
護
委
員
に
よ

る
人
権
相
談
を
月
１
回
実
施
し
て

い
ま
す
（
広
報
い
な
が
わ
１
日
号

「
相
談
あ
れ
こ
れ
」
欄
参
照
）。

　

相
談
内
容
は
、
子
ど
も
や
高
齢

者
に
対
す
る
い
じ
め
や
虐
待
、
ド

メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
、

部
落
差
別
問
題
や
家
庭
内
の
問
題

人
権
を
考
え
る
町
民
の
つ
ど
い

　

住
民
参
加
に
よ
る
人
権
啓
発

を
目
的
と
し
て
募
集
し
た
標

語
、
絵
手
紙
、
習
字
の
入
選
作

品
の
紹
介
と
表
彰
を
行
い
ま

す
。

　

ま
た
、
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
の
西

田
英
二
さ
ん
を
招
き
、「
被
差

別
部
落
の
風
景
」
～
現
代
日
本

人
の
人
権
問
題
と
向
き
合
う
～

を
演
題
に
、
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。

　

こ
の
機
会
を
利
用
し
て
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◎
と
き　

12
月
４
日
（
土
）
午

後
１
時
30
分
～
同
４
時

◎
と
こ
ろ　

文
化
体
育
館
（
小

ホ
ー
ル
）

◎
内
容　

表
彰
式
、
講
演
会

◎
講
師　

西
田
英
二
さ
ん
（
ル
ポ

ラ
イ
タ
ー
）

◎
演
題　
「
被
差
別
部
落
の
風

景
」
～
現
代
日
本
人
の
人
権
問
題

と
向
き
合
う
～

◎
主
催　

猪
名
川
町
、
猪
名
川
町

教
育
委
員
会
、
猪
名
川
町
人
権･

同
和
教
育
研
究
協
議
会

◎
問
合
せ　

木
津
総
合
会
館
（
☎

７
６
８
・
０
２
１
７
）

西田　英二さん

問合せ

 

木
津
総
合
会
館

☎
７
６
８
・
０
２
１
７

みんなで築こう 人権の世紀
12月4日から同10日まで人権週間

一緒に学んだ
交通ルールを守ろうね！

　幼児期から交通安全を学ぶことは、自
然に交通ルールを身につけ、保護者の安
全意識を高めることにもつながります。
　うさちゃんクラブの活動で、子どもの
交通事故がなくなっていくことを強く
願っています。

▶
前
田
稚
菜
交
通
指
導
員
（
左
）

と
福
田
真
由
美
交
通
指
導
員

　12月1日（水）～ 12月10日（金）まで、年
末の交通事故防止運動が展開されます。
　期間中は、交通事故死者の約半数を占める
高齢者の交通事故情勢に対処するため、「高
齢者の交通安全」を最重点事項として、また、
日没時間の早まりに伴う夕暮れ時および自転
車の交通事故防止、全ての座席のシートベル
トとチャイルドシートの正しい着用による被
害の防止・軽減、飲酒運転の根絶などを重点
事項として実施されます。
◆最重点事項　高齢者の交通安全
●重点事項　①子どもの交通安全②自転車の
交通安全③夕暮れ時の交通安全④全ての座席
のシートベルトとチャイルドシートの正しい
着用の徹底⑤飲酒運転の根絶
▶問合せ　コミュニティ課（☎766―8783） ▲楽しく交通ルールを学びました

みんなで交通事故ゼロを実現しましょう

考えよう 相手の気持ち
育てよう 思いやりの心

◆セクシャルハラスメント ◆外国人の人権 ◆障がいのある人の人権

◆高齢者の人権

◆他人の立場に配慮しよう

◆幼児虐待（保護の拒否） ◆みんなで築こう明るい社会

◆夫婦の人権 ◆家庭内暴力
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